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対象 

校種 

幼稚園 特別支援学校 

小学校 義務教育学校  
 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた生活科の指導 

ー幼児期の教育を小学校教育へとつないでいくためにー 
 
◆  「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」について理解し，これらの姿を踏まえた指導を工

夫することで，幼稚園・保育所・こども園等と円滑な連携・接続を図ることができる。 
◆  情報交換や交流などで見えてきた子供の育ちや学びを反映させた教育課程を，生活科を中心

に編成・実施していくことで，持続的・発展的な幼保小連携の活動へとつながっていく。 
＃幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10 の姿） ＃幼保小連携 ＃幼児教育との接続 

 
 

  

「小学校楽しみ。」，「友達いっぱいつくりた

い。」と希望に胸を膨らませ，ちょっぴり緊張と

不安の入り混じった気持ちを抱えて入学して

くる新 1 年生。そんな不安を吹き飛ばし，安心

して小学校生活を送ることができるように，小

学校ではスタートカリキュラムを作成したり，

幼稚園・保育所・こども園等と連絡会を実施し

たりするなどして連携を進めている。その中で

も，小学校では，生活科を中心に，指導の工夫

や指導計画の作成及び取組が行われているこ

とであろう。 

 

 

 

 

 中央教育審議会の「幼児教育と小学校教育

の架け橋特別委員会」では，令和の日本型学

校教育の構築に向けて，これまでの各園や学

校の取組を振り返っている。その中で，幼小

の連携は進んできているが，資質・能力をつ

なぐまでには至っておらず，小学校教育の前

倒しと誤解されることがあることを課題の一

  

 

 

 明記されている「幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿」が到達目標と誤解され，連携の

手掛かりとして十分機能していないという課

題も挙げている。そこで，子供一人一人が，

幼児期に育まれた資質・能力を学校生活で発

揮していけるようにするために，「幼児期の終

わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた生活

科での指導の工夫について考察していくこと

とする。 

 

 

平成 29 年学習指導要領等の改訂により，幼

稚園等から高等学校に渡って資質・能力の育成

が明記され,共通する三つの柱で１本につな

がったことは意識していることであろう（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ はじめに 
つとして挙げている。また，学習指導要領に 

２ 連携するための共通の視点 

図１ 幼稚園等から高等学校の教育を通して育む力 

「小学校学習指導要領解説総則編」¹⁾から引用  
幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導を工

夫することにより，幼稚園教育要領等に基づく幼児期の教育を
通して育まれた資質・能力を踏まえて教育活動を実施し，児童
が主体的に自己を発揮しながら学びに向かうことが可能とな
るようにすること。                  ※下線部は筆者による 



1 本につながる前は，幼児教育は，小・中・高

等学校と連携するに当たり具体的な子供の姿

が見えにくいという課題があった。そこで，幼

児期の教育をその後の教育につなげていくた

めに，これまでの幼児教育の五領域の内容と資

質・能力の整理を行い，幼稚園等から高等学校

までの共通の視点を示した。それが，「幼児期の

終わりまでに育ってほしい姿」である。 

 

 

幼稚園教育の基本（環境を通して行う教育）

に基づいて幼児期にふさわしい遊びや生活を

積み重ねることによって，幼児教育において育

みたい資質・能力が育まれている子供の具体的

な姿を整理したものが｢幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿｣であり，５歳児後半に見られ

るようになる姿でもある。この姿は，全ての子

供に同じように見られるようにする到達すべ

き目標として示されたものではなく，個別に取

り出されて指導するものでもないことに留意

する必要がある。幼児期の教育で育む資質・能

力は，環境を通して身に付けていくものであ

り，子供の自発的な活動としての遊び（主体的

な学び）を通して，一人一人の発達の特性に応

じて総合的に育まれていくものである。これら

の内容は 10 の項目で表されている（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，この姿は，「育てるべき姿」ではなく「育

ってほしい姿」と書かれていることに着目して

ほしい。これは，「こう育ってくれるといい

な。」，「その子らしさを発揮して関わってほし

いな。」という子供の姿を想像しながら，日々の

実践を展開していくことであり，育ちの方向性

を示したものである。そして，これらの姿は，

子供一人一人が心を動かされたことに主体的

に関わり，自発的な活動としての遊びを通して

表出された姿である。10 の姿の内容（表１）の

下線部（下線部は筆者による）からも，子供の

主体的な姿から表れてくることが分かること

であろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

表１ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿（10 の姿）の内容 

図２ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

※ 次頁へ続く 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらの 10 の姿は，幼稚園・保育所・こども

園等の施設類型を問わず共通の視点であり，園

と小学校の教諭等が共有することで，幼児教育

と小学校教育との接続の一層の強化を図るこ

とをねらいとしている。すなわち，「幼児期の終

わりまでに育ってほしい姿」は，幼稚園等と小

学校の連携を図る上で，子供の育ちを具体的に

共有するための架け橋となるものである。 

 

 

 

それでは，「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿」の「⑹思考力の芽生え」の例で紹介す

る。子供は，生活や遊びの中で，興味や関心を

もったことに主体的に関わり，新たな発見をす

る。「なぜだろう」，「どうしてだろう」と疑問を

もち考えたり，予想したり，もっと面白くなる

方法を考えたりする体験や経験を繰り返し積

み重ねることで，思考力，判断力，表現力等の

基礎を育んでいく。そこで，生活科では，園で

の経験や体験を踏まえ，子供の思いや願いを生

かしながら，子供自身が試行錯誤を行ったり，

何度も試したり，友達と一緒に話し合ったりで

きるような場の設定や環境構成の工夫を教師

が行うことが大切である。 

例えば単元「学校を探検しよう」では，「園め

ぐり」での体験を発展させ，行きたい所や調べ

たいことなど話し合う場を設けたり，グループ

で探検する場所を決めて活動できるように工

夫したりすることが考えられる。さらにインタ

ビューなどを通して，その人の役割や働きに気

付き，調べたことから共通点や相違点を考える

活動を通して，自分たちが楽しく安心して生活

するために必要な存在であることに気付くこ

とにつなげられるようにする。 

また，単元「つくって遊ぼう」では，例えば，

図３の砂場遊びのように，「水を入れたら固くな

るよ。」，「なぜかな。乾いた砂をかけたらどうか

な。」というように幼児期に友達と一緒にいろ

いろ試しながら遊んだ経験を踏まえ，試行錯誤

したり何度も試したりしながら活動できるよ

うに，「見つける」，「比べる」，「たとえる」，「試

す」，「見通す」，「工夫する」などの学習活動を

大切にする。その中で，気付きを交流する場や

気付いたこと・考えたこと・楽しかったことに

ついて表現する学習活動を設定する。そのこと

によって新たな気付きが生まれたり，いくつか

の気付きが関連付けられたり，比較・分類した

りするなどして気付きの質が高まっていくこ

とにつながると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように，幼児期の教育を通して一人一人

に育まれた資質・能力を，「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」を手掛かりに小学校生活に

生かし，更に伸ばしていくために指導を工夫し

ていくことが大切である。 

４ 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を

踏まえた生活科における指導の工夫の例 

図３ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた指導例 



 

 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を

踏まえた指導を工夫するためには，幼稚園等と

の連携が大変重要となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでも，情報交換や交流などの「連携」

は行われていたことだろう。しかし，それだけ

ではなく，教育課程でつなぐ「接続」も必要と

なる。すなわち，情報交換や交流などの連携を

行い，そこで見えてきた子供の育ちや学びを反

映させた教育課程を，生活科を中心に編成・実

施し，持続的・発展的な活動にしていくことが

重要となる。表２はステップ１から４までの段

階で示した活動例である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「令和の日本型学校教育」の構築に向けて求

められていることの一つに，幼稚園等の施設類

型を問わず，小学校教育との円滑な接続を図

り，接続期の教育を充実させていくことがあ

る。そこで，全ての子供の多様性に配慮した学

びや生活の基盤を育む「幼保小の架け橋プログ

ラム」の作成が進められている。幼児期から児

童期の発達を見通しつつ，５歳児と小学校１年

生のカリキュラムを一体的に捉え，幼児教育と

小学校教育の関係者が連携してカリキュラム・

教育方法の充実・改善を推進していくことをね

らいの一つとして挙げている。 

「小学校学習指導要領」では,ほとんどの教

科等の「指導計画の作成と内容の取扱い」の中

で,「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿と

の関連を考慮すること」が規定されている。幼

児期の教育と，体験や活動を通して行う生活科

は，教育方法も近く，幼児教育と小学校教育を

繋ぐ役割を担う教科であり，今後，「幼保小の架

け橋期のカリキュラム」の作成・実施では要に

なることであろう。 

小学校においては,全ての子供が幼児期の学

びを発展させ，中学校，高等学校へとつないで

いけるよう，「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿」を踏まえて，全校体制で，幼保小で連

携を取り合いながら，幼児期の教育と小学校教

育の円滑な接続に向けて取り組んでいくこと

が必要であるが，その中で，生活科の取組の充

実を一層図っていくことを期待したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 幼児教育との連携・接続 ６ おわりに 

「幼稚園教育要領」²⁾  
（2） 幼稚園教育において育まれた資質・能力を踏まえ，小

学校教育が円滑に行われるよう，小学校の教師との意見交

換や合同の研究の機会などを設け，「幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿」を共有するなど連携を図り，幼稚園教育

と小学校教育との円滑な接続を図るよう努めるものとす

る。     ※ 保育所・こども園等の総則にも記載 

「小学校学習指導要領解説総則編」¹⁾ （下線部は筆者による） 
幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を手掛かりに幼稚

園等の教師等と子供の成長を共有することを通して，幼児

期から児童期への発達の流れを理解すること。 
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表２ 幼保小連携・接続の活動例 


